






発砲現象は予防できます

ウレタン樹脂が硬化する際に炭酸ガスが発生するため、一箇所に過剰に付着した状態
化すると 骨材 なかに気泡が閉 込められ ま 泡を吹 たような状態に

発砲現象とは・・・

で硬化すると、骨材のなかに気泡が閉じ込められてしまい泡を吹いたような状態に
なってしまう事をいいます。

硬化してしま た後は ハツリ取り再施工となります

― 偏りによる発泡現象 ―

発砲現象 予防方法

硬化してしまった後は、ハツリ取り再施工となります。
よって、施工後は発泡現象の有無を確認して下さい。

■ 発泡現象出現時間 ■
春～秋 2時間～4時間 冬 6時間

※特に夏場は注意が必要です。

発砲現象の予防方法

攪拌後のウレタン樹脂の偏りが原因。

攪拌後は自然石全てを速やかに施工厚み程度に敷きならし、その後丁寧にコテ押さえを
行なって下さい。又、容器底や隅に固着している自然石はウレタン樹脂量が多い為使用
しないで下さい。

原因①

対策

施工前における自然石の湿り、施工後の降雨や散水による急速硬化に伴う発泡現象
(出荷時検品済みの自然石は完全乾燥品です。）

自然石を濡らさないようにしてください。
施工後は水分を嫌いますので１２時間から２４時間（季節による）は、水に触れない
ようご注意ください。

原因②

対策

練り置きが原因。

攪拌後は1箇所に山状に置いておくと、山の底の部分に樹脂が溜まり発砲の原因となり
ます。

原因③

対策


